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【 目 的 】 H P A I 防 疫 指 針 等 に 即 し た 肉 用 鶏 低 水 分 鶏 ふ

ん の 発 酵 消 毒 を 行 う た め 、 汚 染 物 品 で あ る 鶏 用 飼 料 を

用 い た 堆 肥 化 処 理 法 を 検 討 。 【 方 法 】 堆 肥 化 実 証 施 設

に お い て 、 （ 試 験 1 ） 封 じ 込 め 措 置 ・ 加 水 し た 低 水 分

鶏 ふ ん に 発 酵 助 材 と し て 鶏 用 飼 料 を 重 量 比 で 5 ％ 添 加

し 、 堆 肥 化 処 理 を 実 施 。 （ 試 験 2 ） 封 じ 込 め 措 置 ・ 加

水 し た 低 水 分 鶏 ふ ん に 堆 肥 化 物 が 過 去 の 試 験 か ら 得 ら

れ た 含 水 率 5 0 ％ と な る よ う 副 資 材 と し て ① オ ガ ク ズ

1 0 0 ％ 、 ② 鶏 用 飼 料 5 0 ％ ： オ ガ ク ズ 5 0 ％ 、 ③ 鶏 用 飼 料

1 0 0 ％ を 添 加 混 合 し 、堆 肥 化 処 理 を 実 施 。【 結 果 と 考 察 】

（ 試 験 1 ）鶏 用 飼 料 を 重 量 比 で 5 ％ 添 加 し た と こ ろ 、防

疫 指 針 で 求 め ら れ る 6 0 ℃ 以 上 の 発 酵 温 度 を 確 認 。（ 試

験 2 ） 発 酵 温 度 は 、 い ず れ の 区 も 6 0 ℃ 以 上 を 確 認 。 こ

れ ら の こ と か ら 鶏 用 飼 料 の 活 用 の 可 能 性 が 示 さ れ た 。

な お 、 鶏 用 飼 料 を 活 用 す る 場 合 は 、 オ ガ ク ズ を 使 用 す

る 場 合 よ り 堆 肥 化 時 の ア ン モ ニ ア ガ ス 発 生 濃 度 が 高 い

た め 、 切 り 返 し 時 間 帯 や 風 向 き な ど に 注 意 が 必 要 。  


